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平
成
29
年
度
町
成
人
式
典
は
８

月
15
日
、
グ
リ
ー
ン
テ
ー
ジ
で
行

わ
れ
、
平
成
８
年
度
生
ま
れ
52
人

の
う
ち
39
人
が
出
席
し
、
成
人
と

し
て
の
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　

鈴
木
町
長
は
「
葛
巻
で
し
か
で

き
な
い
地
方
創
生
に
果
敢
に
挑
戦

し
、
全
国
の
山
村
の
モ
デ
ル
と
な

る
一
翼
を
担
い
、
ふ
る
さ
と
葛
巻

の
た
め
に
活
躍
す
る
こ
と
を
期
待

し
ま
す
」
と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

新
成
人
を
代
表
し
て
吉
沢
敦
也

さ
ん
（
茶
屋
場
）
が
、
鈴
木
町
長

か
ら
成
人
証
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

　

中
崎
町
議
会
議
長
か
ら
は
「
自

ら
が
自
ら
に
問
い
か
け
、
将
来
に

つ
い
て
し
っ
か
り
と
し
た
夢
や
目

標
を
持
ち
な
が
ら
、
素
晴
ら
し
い

人
生
を
目
指
し
て
ほ
し
い
」
と
祝

辞
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
中
学
３
年
生
の
頃
の

担
任
の
先
生
方
か
ら
届
い
た
ビ
デ

オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
流
れ
る
と
、
新

成
人
ら
は
、
真
剣
な
表
情
で
耳
を

傾
け
、
恩
師
か
ら
の
言
葉
を
心
に
刻

ん
で
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
波
紫
啓
太
さ
ん
（
寺

田
）
が
「
郷
土
葛
巻
の
発
展
を
担

う
町
民
と
し
て
最
善
の
努
力
を
尽

く
し
、
全
国
の
山
村
の
モ
デ
ル
を

目
指
す
こ
の
町
を
誇
り
と
し
な
が

ら
、
ま
ち
づ
く
り
に
積
極
的
に
参

加
し
ま
す
」
と
新
成
人
を
代
表
し

て
誓
い
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

◁成人証を受け取
る吉沢敦也さん

▷誓いの言葉を述
べる波紫啓太さん

新成人の顔ぶれ
式典に出席した39人の新成人を紹介します。
（あいうえお順、敬称略）

市村  拓
たく や

也（五日市）

遠藤  舞
まい
（浦子内）

大石  将
ゆきひろ

弥（田子）

角地  健
たつ き

希（橋場）

上野  夏
なつ こ

子（垂柳）

神小路  未
み ほ

歩（星野）

川原  大
たいせい

生（茶屋場）

木戸口  智
ともあき

明（新町）

久保  裕
ゆう き

樹（垂柳）

川下  聖
せい や

矢（中村）

鹿糖  晟
まさ と

人（橋場）

小山  裕
ゆう こ

子（平船）

菅野  博
ひろ と

仁（田代）

鈴木  静
じょうえつ

悦（平船）

鈴木  南
みなみ
（小屋瀬）

佐々木  達
たつ し

士（田子）

栗畑  潤
じゅん
（栗山）

田代  成
なる み

美（中村）

辰柳  悠
ゆう き

樹（田子）

田野  奈
な お こ

緒子（星野）

土石  優
ゆ き

希（前里）

橘  佳
か ほ

穂（江刈馬渕）

高橋  瑞
みず き

希（四日市）

前野  美
みゆ う

優（泉田）

村上  泰
たい き

貴（江刈川）

森  航
こうだい

大（田子）

安田  奈
な お

央（市部内）

皆川  侑
すすむ
（江刈馬渕）

中村  康
やすひろ

寛（田部馬渕）

波紫  啓
けい た

太（寺田）

馬場  裕
ゆう た

太（五日市）

府金  晶
あきら
（新町）

中六角  彩
あや か

花（中村）

中村  繁
しげゆき

之（新町）

山下  貴
たかゆき

之（浦子内）

横道  真
しん や

也（前里）

横山  克
かつ き

樹（四日市）

吉沢  敦
あつ や

也（茶屋場）

山本  桜
さくらこ

子（元木）
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成人式典


